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解答例 

 

IV 

 

問１（ア）突然変異 （イ）自然選択 （ウ）遺伝的浮動 （エ）大きく （オ）

目立つ （カ）地味（目立たない） （キ）派手（目立つ）  

 

問２（１）ハーディー・ワインベルグの法則 

（２）W の頻度 p=0.6、w の頻度 q=0.4 

WW の頻度は pp=0.36、Ｗｗの頻度は 2pq=2×0.6×0.4=0.48、ww の頻度は

qq=0.16 

WW の人数は 500×0.36=180 人、Ww の人数は 500×0.48=240 人、ww の人数

は 500×0.16=80 人 

 

問３ 集団内に（表現型の）変異がみられること、変異（表現型）に応じて生存

率や繁殖率に違いがあること、変異は遺伝すること 

 

問４ 地理的隔離 

 



問５ ゾウリムシの密度が高くなり過ぎたことで、餌や生活空間の不足、排出物

の増加などによって生活環境が悪化した。それによって成長や分裂速度の遅れ、

死亡率の増加といった密度効果が生じ、個体数の増加が抑制された。（97 字） 

 

問６ A 種と B 種は、生活空間や餌が同じであるため、２種の間に種間競争が

生じた。もともとB種は、A種との競争能力に劣っていたため絶滅した。（65字） 

 

問７ A 種と B 種は、必要な生活空間や餌が異なっていたため、２種の間に種

間競争が生じずに共存できた。（46 字） 

 

問８ D は A を餌とする捕食者のため、餌が豊富な初期には活発に増殖する。

それによって A の密度が低下し、D は餌不足となって増殖率が低下する。やが

て A が食いつくされて絶滅すると、D の餌がなくなることで、D もしばらくし

て絶滅する。（108 字） 

 



   

出題の意図  

年度：2021 年度 日程（該当するものに○）：前期  中期  後期  （  枚目／  枚目） 

科目名（該当するものに○）： 外国語 数学 物理 化学 生物 総合科目 小論文（環）  

小論文（応生） 小論文（看） 小論文（総ﾘﾊ） 小論文（教福） 

問題 I 

脳のグリア細胞に関する英語の論文を読んで、論文中に記載されている実験データや実験方法を正しく理解で

きているかを問う。 

問１では本文中に書かれている混合グリア培養細胞と純化したアストロサイト培養細胞における一酸化窒素

産生に対する LPS と IFNγの併用投与効果についての実験データを正しく理解できたかを問う。 

問２では本文中に書かれている部分的に純化したアストロサイトと純化したミクログリアにおいて，LPS と

IFNγの併用投与によって引き起こされる一酸化窒素産生への TGF-β1 の効果についての実験データを正し

く理解できたかを問う。 

問３では本文中に書かれている純化したアストロサイト培養細胞において，LPS と IFNγの併用投与によっ

て誘導される一酸化窒素合成酵素タンパク質発現レベルへの TGF-β1 の効果についての実験データを正しく

理解できたかを問う。 

問４では本文の内容を正しく理解できたか問う。 

問５では本文の実験で用いられている RT-PCR 反応についての基礎的な知識を備えているかを問う。 

 

問題 II 

幅広い分野に関わる獣医学では，様々な課題に柔軟に対応できる能力が求められる。問題 II では PET のゴミ

問題解決に関するトピックを取り上げて，ヒトや動物の生存に大きく影響する環境問題への興味，化学および

英語の知識，読解力を問う問題を作成した。 

問１．化学についての知識および理解を問う。 

問２．問題文としての英文を読み、内容の理解を問う。 

問３．英語の並び替えにより，内容の理解と英作文の理解を問う。 

問４．本文と英語の問題文の理解を問う。 

問５．本文の理解と日本語での要約力を問う。 

 

問題 III 

本問題は、伴侶動物医療において最も重要な診療分野の一つであり、人医療における新規がん治療薬の開発に

おいても重要な研究分野として注目されている獣医腫瘍学の概要の一部を題材にしたものであり、長文読解能

力、とりわけ速読能力を問うものである。 

問１．本文中の単語理解力を問う。  

問２．文脈を理解する能力を問う。 

問３．「比較腫瘍学」という語彙の意味を正しく理解できているかを問う。 

問４．同義語の理解力を問う。 

問５．本文全体の内容を正確に理解できているかを問う。 

 

 



I 









 

 







a

a

f

c, d, e

220
           

 CAGGTCAC


 ATGGCTTG





II 



        P E

T     

        

      

         

       





P E T       

    

3 0        

      

      P E T 

       

8.3×102



PETA

 
A

4.2×102 



















b, e

ability  used



III 



 b



 1 2 3 7 8



 animals living longer thanks to the increasing care offered by caregivers

spontaneously developing cancer




